
 

 

平成 28 年 11 月 14 日 

各   位 

会社名  ジャパンベストレスキューシステム株式会社 

代表者名 代表取締役  榊原 暢宏 

（コード：2453 東証第一部・名証第一部） 

問合せ先 執行役員コーポレートプラットフォームカンパニー長 葛川 遼佳 

（TEL：052-212-9908） 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成 28 年９月 30 日を基準日とする剰余金の配

当を行うことを平成 28 年 12 月 21 日開催予定の第 20 回定時株主総会に付議することを決

議しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 

（平成 28年８月 12日公表）

（ご参考）前期実績

（平成 27 年９月期）

基準日 平成 28 年９月 30 日 平成 28 年９月 30 日 平成 27 年９月 30 日

１株当たり配当金 ５円 00 銭 ２円 00 銭 ２円 00 銭 

配当金総額 172 百万円 ― 68 百万円 

効力発生日 平成 28 年 12 月 22 日 ― 平成 27 年 12 月 24 日

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元は重要な経営課題であると認識しており、株主の

皆様への利益還元をさらに充実させるため、配当方針、自己株式取得方針及び株主優待方

針を以下のとおりとすることとします。 

 

（１）配当方針 

① 連結配当性向 30％以上を目処とします。 

② 安定的な配当である普通配当を１株当たり６円（中間配当１円、期末配当５円）と

し、上記配当性向を目処に計算した配当が６円を上回る場合は、その差を業績連動配

当として期末に特別配当を実施するかを取締役会として検討します。 

 



（注）当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としており

ます。配当の決定決議は、中間は取締役会、期末配当は株主総会であります。なお、

当社は会社法第 454 条第５項の規定により、取締役会の決議により毎年３月 31 日を基

準日として中間配当ができる旨を定款に定めております。 

 

（２）自己株式取得方針 

連結当期純利益の 50％以上から配当総額を引いた金額を目処に、自己株式の取得を行い

ます。 

 

（３）株主優待方針 

当社は上記配当方針及び自己株式取得方針に基づく利益還元を基本に実施する予定であ

りますが、株主様の万一の生活トラブルをサポートするため、当社サービスの割引券を贈

呈しております。 

 

※ 配当予想は次のとおりとします。 

 １株当たり配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

配当予想 

（平成 29 年９月期）
１円 00 銭 ５円 00 銭 ６円 00 銭 

当期実績 

（平成 28 年９月期）
１円 00 銭 ５円 00 銭 ６円 00 銭 

前期実績 

（平成 27 年９月期）
１円 00 銭 ２円 00 銭 ３円 00 銭 

 

以  上 


